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007三十一文字のドキュメンタリー


































































































































　人麿の詠む吉野の山河は「この川の 絶ゆることなく この山の 

























































さざ波をこがねに富士を紅に染めて初日はいまのぼりゆく         











　　　　　　　　　　　　　　　　　   
大君が手に植ゑましし早苗田をそよがせてさつきの雨ふりそそぐ































            神奈川県　相原トキエ　平成4年「風」
　逆光に姿が一瞬溶けるとき、少女は自らが発光したかのよう輝









































































































































































































































































































































































































































　　　  大和には群山あれどとりよろふ　天の香具山 登り立ち　国見をすれば国原は　煙立つ立つ












*データの出所は本文中に記載Documentary of 31 characters
The tanka of 100 people is chosen from
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            神奈川県　相原トキエ　平成4年「風」
　逆光に姿が一瞬溶けるとき、少女は自らが発光したかのよう輝
いて見える。大伴家持の「春の苑 紅にほふ桃の花 下照る道に 
出でたつ少女（おとめ）」を連想させる。
012 名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2010 VOL.3








































































































































































































































































































































































































































　　　  大和には群山あれどとりよろふ　天の香具山 登り立ち　国見をすれば国原は　煙立つ立つ




















































































































































































　人麿の詠む吉野の山河は「この川の 絶ゆることなく この山の 

























































さざ波をこがねに富士を紅に染めて初日はいまのぼりゆく         











　　　　　　　　　　　　　　　　　   
大君が手に植ゑましし早苗田をそよがせてさつきの雨ふりそそぐ































            神奈川県　相原トキエ　平成4年「風」
　逆光に姿が一瞬溶けるとき、少女は自らが発光したかのよう輝









































































































































































































































































































































































































































　　　  大和には群山あれどとりよろふ　天の香具山 登り立ち　国見をすれば国原は　煙立つ立つ
























































































































































































　人麿の詠む吉野の山河は「この川の 絶ゆることなく この山の 

























































さざ波をこがねに富士を紅に染めて初日はいまのぼりゆく         











　　　　　　　　　　　　　　　　　   
大君が手に植ゑましし早苗田をそよがせてさつきの雨ふりそそぐ































            神奈川県　相原トキエ　平成4年「風」
　逆光に姿が一瞬溶けるとき、少女は自らが発光したかのよう輝









































































































































































































































































































































































































































　　　  大和には群山あれどとりよろふ　天の香具山 登り立ち　国見をすれば国原は　煙立つ立つ






















































































































































































　人麿の詠む吉野の山河は「この川の 絶ゆることなく この山の 

























































さざ波をこがねに富士を紅に染めて初日はいまのぼりゆく         











　　　　　　　　　　　　　　　　　   
大君が手に植ゑましし早苗田をそよがせてさつきの雨ふりそそぐ































            神奈川県　相原トキエ　平成4年「風」
　逆光に姿が一瞬溶けるとき、少女は自らが発光したかのよう輝









































































































































































































































































































































































































































　　　  大和には群山あれどとりよろふ　天の香具山 登り立ち　国見をすれば国原は　煙立つ立つ
























































































































































































　人麿の詠む吉野の山河は「この川の 絶ゆることなく この山の 

























































さざ波をこがねに富士を紅に染めて初日はいまのぼりゆく         











　　　　　　　　　　　　　　　　　   
大君が手に植ゑましし早苗田をそよがせてさつきの雨ふりそそぐ































            神奈川県　相原トキエ　平成4年「風」
　逆光に姿が一瞬溶けるとき、少女は自らが発光したかのよう輝









































































































































































































































































































































































































































　　　  大和には群山あれどとりよろふ　天の香具山 登り立ち　国見をすれば国原は　煙立つ立つ














NAGOYA UNIVERSITY OF ARTS AND SCIENCES, SCHOOL OF MEDIA AND DESIGN / RESEARCH BULLETIN 2010 VOL.3
